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社会福祉法人  宇治田原町社会福祉協議会 
〒610-0252   宇治田原町荒木天皇２ 老人福祉センターやすらぎ荘内               

TEL 0774-88-3294 FAX 0774-88-4094 

URL http://www.kyoshakyo.or.jp/ujitawara/  

E-mail yasuragi＠gamma.ocn.ne.jp  

 

 

ボランティアセンターだより 

６・７月の無料相談 
司法書士相談  ７月２１日（水）１３：３０～１６：００（要予約） 

（奇数月第３水曜）   法律のことなら何でも 

 

権利擁護相談  ６月２３日（水）、７月２８日（水）１３：００～１６：００（要予約） 

（毎月第４水曜）   認知症、物忘れ、知的・精神障害のある方で福祉サービスの手続きや 

金銭管理等のご相談に 

手話サークル 開催日時ご案内 
手話を学びながら、同じ地域に住む人同士で、親睦を深めませんか？ 

＜昼のサークル＞手話サークル「いちばん星」  

日時：原則毎週月曜日 １３：３０～１５：００ 

場所：老人福祉センターやすらぎ荘  
 

＜夜のサークル＞手話サークル「ほたる」 

日時：原則毎週金曜日（第４除く） ２０：００～２１：３０ 

場所：老人福祉センターやすらぎ荘 
 

※お子様同伴でのご参加の場合は要相談。 

【申込・問い合わせ】社協：ＴＥＬ８８-３２９４ ＦＡＸ８８－４０９４  

  
 

地域ひとつなぎ事業の実施団体募集 

コロナ禍の見守りを通じた地域づくり 
 

地域で孤立しがちな住民等を戸別訪問し、見守ることによって孤立を防ぎ、安心・安全な地域 

づくりをめざす活動の強化（拡充）を図るため、活動経費を助成します。 

対 象 高齢、障害、児童問わず、地域で生活している見守りが必要な方 

内 容 

・戸別訪問、配食見守り活動、電話による安否確認など 

※見守り対象者（実数）が５人以上かつ対象者一人あたりの年間見守り 

活動回数が１０回以上で、活動者間で定期的な情報共有の場をもつこと 

・実施期間 令和３年４月１日～令和４年２月２８日 

助成額 

対象者数（実数） 単価 

５～２０名 20,000円 

２１～５０名 30,000円 

５１名～ 40,000円 

申込・問合わせ ６月９日（水）までに社協８８－３２９４へ 

 

【新型コロナウイルスの対応について】 

 戸別訪問による見守り活動だけでなく、電話やメール、LINE等による 

安否確認も対象となります。情勢に合わせ臨機応変にご活用ください。 

但し、メール、LINE等の場合は送受信のやりとりを以って１回となり 

ます。 

ふれあいサロンでつながりを絶やさない③ 
                      

 

 

令和３年６月号 

ＮＯ．３４３ 

 

【お知らせ】新型コロナウイルス感染拡大により発出されていた緊急事態宣言は、６月２０日まで 

再延長となりました。それに伴いやすらぎ荘も宣言が解除されるまで閉館を継続いたします。 

 皆さまにはご不便をお掛けしますが、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします（社協に用事のある方

は窓口までお越しください）  
 

 下記もお休みとなります！ 

☆やすらぎカフェ＜喫茶ボランティア「てぃ♡ぽっと」＞（再開の案内があるまで休止） 

☆ころ柿カフェ＜妙楽寺・平岡公民館＞（宣言期間中のため休止）        

リーディングボランティア「やまびこ会」 

令和３年春の緑授褒章を受章しました！ 
社協のリーディングサービスでは、視覚障害者の方（現在は高齢者で活字が読みづらい方も含む）

を対象に、月に１回収録した「声の訪問」テープ（昨年８月よりＣＤ化）を担当の民生委員さんから

届けています。朗読ボランティア「やまびこ会」（西出淳子代表・１８名）は昭和６２年５月発足。定

例会で自分たちが作成した原稿の読み合わせや選定を行い、町広報（町民の窓）から抜粋した記事と

一緒に吹き込み作業を行っています。 

                       

                   

 

 

 

＜西出代表より受賞の声＞ 
この度は栄えある賞をいただき、ありがとうござ

います。まずもって３４年前の設立以来、一昨年に享
年８１才で逝去されるまで「やまびこ会」リーダーを
務めて頂いた平木茂生さんに、ご報告したいと思い
ます。 
今回の受賞を機に、必要とされる方のために今後

もこの活動を永く続けていきたいと気持ちを新たに
したところです。会の活動や吹き込む内容などにつ
いて、ご意見ご要望がありましたら遠慮なくお知ら
せください。 
日頃の本会の活動に対して、ご支援ご協力をいた

だいております民生委員さん、社会福祉協議会の
方々をはじめ関係者の皆様方に感謝申し上げます。 

 

 

緊急事態宣言期間中はお休みです 
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←ＱＲコード 

でも申込可！ 

  

 

 地域福祉活動の要として各地域で展開している「ふれあいサロ

ン」。昨年のコロナ禍から、各サロンでは対策を講じての開催や、訪

問活動や電話に代替して見守り声掛け活動を続けてきました。 
 

←禅定寺ふれあいサロン（竹岡艶子代表） 

 この３月はカレンダーを利用した手作りの紙袋（メッセージ入

り）に馴染みの曲の歌詞カードやアンチエイジング（若返り）の切

り抜き、紐で編んだ“シトラスリボン”を詰めて「どうしたはりま 

したか」と一件一件を訪問しました。  

 

シトラスリボンとは・・・コロナ禍で生まれた差別、偏
見を耳にした愛媛の有志の方がつくったプロジェクト。  
愛媛特産の柑橘にちなみ、シトラス色のリボンや専用ロ 

ゴを身につけて、「ただいま」「おかえり」の気持ちを表す活動で 
す。リボンやロゴで表現する３つの輪は、地域と家庭と職場（も 
しくは学校）。「ただいま」「おかえり」と言い合える温かな地域づ 
くりをめざすものです。 

http://www.kyoshakyo.or.jp/ujitawara/

